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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極を体表に接触させて心電図信号を取得するための携帯型心電計装置であって、心電
計部と複数の誘導電極を有する手持ち電極部とから成り、前記心電計部は前記手持ち電極
部を介して体表面電位から心電図信号を取得するように構成され、また、前記心電計部は
前記心電図信号を解析機に無線送信可能に構成され、更に、前記心電計部と前記手持ち電
極部とは複数の接続部により着脱自在に設けられ、前記複数の接続部には夫々前記複数の
誘導電極と接続するための誘導電極接点が設けられ、前記手持ち電極部には、少なくとも
前記手持ち電極部を両手で把持した際に右手が接触する誘導電極と左手が接触する誘導電
極とが設けられており、更に、前記心電図信号の解析結果を表示する表示部を有さないこ
とを特徴とする携帯型心電計装置。
【請求項２】
　請求項１記載の携帯型心電計装置において、前記接続部は、前記心電計部に設けられた
接続部材と、前記手持ち電極部に設けられた被接続部材とで構成され、少なくとも前記接
続部材に誘導電極接点が設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置。
【請求項３】
　請求項１，２いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記心電計部には前記
体表面電位を心電図信号に変換するための信号処理手段と、この信号処理手段で得られた
心電図信号を標本化する標本化手段と、標本化した心電図信号を前記解析機に無線送信す
る送信手段が設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置。
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【請求項４】
　請求項１～３いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記手持ち電極部には
、前記２つの誘導電極が離間した状態で設けられていることを特徴とする携帯型心電計装
置。
【請求項５】
　請求項４記載の携帯型心電計装置において、前記誘導電極は１００ｍｍ以上離れて設け
られていることを特徴とする携帯型心電計装置。
【請求項６】
　請求項４，５いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記手持ち電極部は手
持ち可能な基体であり、前記誘導電極は、前記基体の両側端面に前記接続部を挟むように
設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置。
【請求項７】
　請求項６記載の携帯型心電計装置において、前記誘導電極のうち、一方の誘導電極を設
けた右側端面と略垂直な基体上面には、使用者の右手親指が当接するように構成された窪
み部が設けられ、前記基体上面の反対側の基体下面には、使用者の右手中指が当接するよ
うに構成された窪み部が設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置。
【請求項８】
　請求項７記載の携帯型心電計装置において、前記右側端面及び左側端面は、共に外側へ
凸状に湾曲する形状に設定されていることを特徴とする携帯型心電計装置。
【請求項９】
　請求項１～８いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記手持ち電極部に加
え、体表に貼付可能な体表貼付用電極も具備することを特徴とする携帯型心電計装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型心電計装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　健康診断では、心疾患発見のために聴診、問診、安静時心電図検査などが行われている
が、これらからすべての心疾患を発見するのは困難である。例えば、発作性の不整脈など
は短時間の聴診や心電図検査中には出現しない場合がある。このような突発的に生じる症
状をとらえるために、被検者が症状を感じたときすぐに心電図検査できる例えば特許文献
１に開示されるような携帯型心電計がある。
【０００３】
　ところで、特許文献１に開示される携帯型心電計は、手持ち式の本体の負電極を含む把
持部分及び正電極を含む接触部を両手のひらに接触させ心電図信号を取得するか、若しく
は、右手で負電極を含む把持部分を把持し、左下腹部に正電極を含む接触部を接触させ心
電図信号を取得するものである。
【０００４】
　このような携帯型心電計は、使い捨てのディスポーザブル電極が不要で運用コストが非
常に小さいという利点があるが、測定結果を表示する表示部、メモリ及びこれらを駆動す
るための大きなバッテリーが必要となる。そのため、上記構成の携帯型心電計は重く、心
電計本体を支える両手若しくは右手の筋肉が作用し、筋電ノイズが混入しやすい問題があ
る。
【０００５】
　筋電ノイズを小さくするには、（手で持たなくてもいいように）ホルター心電計を用い
、かつ、ディスポーザブル電極を用いれば良いが、この場合には運用コストが高くなる問
題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開２００５－４６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述のような現状に鑑みなされたもので、心電計部にモニタ等の表示部を設
ける必要がなく、それだけ小型化且つ軽量化でき、また、手持ち電極部を用いて運用コス
トを安価とし、ノイズの少ない検査が必要な場合にのみ体表貼付用電極を使うことができ
る取り扱い易い携帯型心電計装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００９】
　電極を体表に接触させて心電図信号を取得するための携帯型心電計装置であって、心電
計部１と複数の誘導電極を有する手持ち電極部３とから成り、前記心電計部１は前記手持
ち電極部３を介して体表面電位から心電図信号を取得するように構成され、また、前記心
電計部１は前記心電図信号を解析機に無線送信可能に構成され、更に、前記心電計部１と
前記手持ち電極部３とは複数の接続部により着脱自在に設けられ、前記複数の接続部には
夫々前記複数の誘導電極と接続するための誘導電極接点が設けられ、前記手持ち電極部３
には、少なくとも前記手持ち電極部３を両手で把持した際に右手が接触する誘導電極Ａと
左手が接触する誘導電極Ｂとが設けられており、更に、前記心電図信号の解析結果を表示
する表示部を有さないことを特徴とする携帯型心電計装置に係るものである。
【００１０】
　また、請求項１記載の携帯型心電計装置において、前記接続部は、前記心電計部１に設
けられた接続部材２と、前記手持ち電極部３に設けられた被接続部材４とで構成され、少
なくとも前記接続部材２に誘導電極接点２’が設けられていることを特徴とする携帯型心
電計装置に係るものである。
【００１１】
　また、請求項１，２いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記心電計部１
には前記体表面電位を心電図信号に変換するための信号処理手段と、この信号処理手段で
得られた心電図信号を標本化する標本化手段と、標本化した心電図信号を前記解析機に無
線送信する送信手段が設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置に係るものであ
る。
【００１２】
　また、請求項１～３いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記手持ち電極
部３には、前記２つの誘導電極Ａ，Ｂが離間した状態で設けられていることを特徴とする
携帯型心電計装置に係るものである。
【００１３】
　また、請求項４記載の携帯型心電計装置において、前記誘導電極Ａ，Ｂは１００ｍｍ以
上離れて設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置に係るものである。
【００１４】
　また、請求項４，５いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記手持ち電極
部３は手持ち可能な基体であり、前記誘導電極Ａ，Ｂは、前記基体の両側端面に前記接続
部を挟むように設けられていることを特徴とする携帯型心電計装置に係るものである。
【００１５】
　また、請求項６記載の携帯型心電計装置において、前記誘導電極Ａ，Ｂのうち、一方の
誘導電極Ａを設けた右側端面と略垂直な基体上面には、使用者の右手親指が当接するよう
に構成された窪み部７が設けられ、前記基体上面の反対側の基体下面には、使用者の右手
中指が当接するように構成された窪み部８が設けられていることを特徴とする携帯型心電
計装置に係るものである。
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【００１６】
　また、請求項７記載の携帯型心電計装置において、前記右側端面及び左側端面は、共に
外側へ凸状に湾曲する形状に設定されていることを特徴とする携帯型心電計装置に係るも
のである。
【００１７】
　また、請求項１～８いずれか１項に記載の携帯型心電計装置において、前記手持ち電極
部３に加え、体表に貼付可能な体表貼付用電極11も具備することを特徴とする携帯型心電
計装置に係るものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は上述のように構成したから、心電計部にモニタ等の表示部を設ける必要がなく
、それだけ小型化且つ軽量化でき、また、手持ち電極部を用いて運用コストを安価とし、
ノイズの少ない検査が必要な場合にのみ体表貼付用電極を使うことができる取り扱い易い
携帯型心電計装置となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施例の構成概略説明図である。
【図２】本実施例の概略説明斜視図である。
【図３】別例１の構成概略説明図である。
【図４】別例１の概略説明斜視図である。
【図５】別例１の概略説明平面図である。
【図６】別例１の概略説明側面図である。
【図７】別例１の使用状態を示す説明図である。
【図８】別例１の使用状態を示す概略説明平面図である。
【図９】別例２の概略説明斜視図である。
【図１０】別例２の使用状態を示す説明図である。
【図１１】別例３の概略説明斜視図である。
【図１２】別例３の使用状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００２１】
　手持ち電極部３を用いる場合は、心電計部１を装着した手持ち電極部３の誘導電極Ａ，
Ｂを両手のひら等に接触させて手持ち電極部３を把持した状態で、心電計部１で心電図信
号を取得し、取得した心電図信号をパーソナルコンピュータ（以下、ＰＣという）等の解
析機に送信し、心電図信号を解析する。
【００２２】
　即ち、心電図信号を別途解析機に送信して解析し表示することができ、装置自体に心電
図の解析機構やモニタ等の表示部が不要となり、それだけ装置自体及びバッテリーを小型
化且つ軽量化でき、よって、手持ち電極部３を持って心電図信号を取得する際、筋電ノイ
ズが混入し難くなる。
【００２３】
　従って、手持ち電極部３を用いながら筋電ノイズが混入し難い構成とすることで、簡易
に精度の高い検査が可能となり、体表貼付用電極（ディスポーザブル電極）を常に使用す
る必要がなく、それだけ運用コストが安価となる。
【００２４】
　また、ノイズを出来るだけ少なくしたい場合などには、心電計部１と手持ち電極部３を
接続せず、心電計部１の前記誘導電極接点に電極部としての体表貼付用電極11を取り付け
（心電計部１の接続部材２と体表貼付用電極11の被接続部材４とを接続し）、これを胸部
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に貼り付けることによって体表貼付用電極11を介して得られた体表面電位から心電図信号
を取得することができる。
【００２５】
　即ち、本発明は、心電計部の電極接点に着脱可能な電極（または電極の接続部）を接続
できる構成とすることで、使用者が自身の症状や状況に応じて使い分けることができる。
【００２６】
　また、誘導電極が２つからなる手持ち電極部３を用いて心電図信号を取得する場合は、
１種類の心電図信号しか得られないが、例えば、心電計部１にさらに誘導電極を追加する
ことで両手のみからでは得られない心電図信号を取得したり、心電図のノイズを低減した
りできるので、より精度の高い検査を行うこともできる。
【実施例】
【００２７】
　本発明の具体的な実施例について図面に基づいて説明する。
【００２８】
　本実施例は、電極を体表に接触させて心電図信号を取得するための携帯型心電計装置で
あって、心電計部１と複数の誘導電極を有する電極部とから成り、前記心電計部１は前記
電極部を介して体表面電位から心電図信号を取得するように構成され、また、前記心電計
部１は前記心電図信号を解析機に無線送信可能に構成され、更に、前記心電計部１と前記
電極部とは複数の接続部により着脱自在に設けられ、前記複数の接続部には夫々前記複数
の誘導電極と接続するための誘導電極接点が設けられているものである。
【００２９】
　即ち、本実施例は、心電計部１に複数の誘導電極と接続するための複数の誘導電極接点
２’を兼ねた接続部材２が設けられており、この接続部材２と前記電極部の被接続部材４
とで接続部が構成されている。本実施例では、心電図信号を取得する方法として、手持ち
可能な基体から成る手持ち電極部３を用いて、手持ち電極部３の被接続部材４と前記心電
計部１の接続部材２（誘導電極接点２’）を接続させる構成について説明する。
【００３０】
　図１に図示したように、心電計部１には誘導電極接点２’を設けた接続部材２を通じて
電極部（手持ち電極部３）から得られる体表面電位を心電図信号に変換するための信号処
理手段と、信号処理手段で得られた心電図信号を標本化する標本化手段と、標本化した心
電図信号を解析機に無線送信する送信手段が設けられている。この送信手段により、ＰＣ
等の解析機に心電図信号が送信され、送信されてきた心電図信号を解析機上で解析し表示
することができ、装置自体に心電図の解析機構やモニタ等の表示部が不要となり、それだ
け装置自体やバッテリーを小型化且つ軽量化できる。具体的には、本実施例では信号処理
手段としてアナログフィルタ、送信手段として電波を用いているが、信号処理手段として
デジタルフィルタ、送信手段として赤外線通信などの手段を用いてもよい。
【００３１】
　また、図２に図示したように、手持ち電極部３には心電計部１が嵌合する嵌合凹部10が
設けられ、嵌合凹部10に心電計部１を嵌合して装着することで、心電計部１の下面に設け
られている（前記誘導電極接点２’を兼ねた）前記接続部材２と手持ち電極部３の上面（
嵌合凹部10内）に設けられている被接続部材４とが着脱自在に接続される構成である。ま
た、前記被接続部材４には誘導電極接点が設けられ接続部材２と同様に誘導電極接点を兼
ねているため、これらを接続することで体表面電位が得られ心電図信号を取得できる構成
となっている。
【００３２】
　本実施例においては、着脱機構として、心電計部１の接続部材２がその中央部に筒型凹
部を有し、手持ち電極部３の被接続部材４が前記筒型凹部と凹凸嵌合する筒型凸部を有す
る、所謂スナップボタンタイプの機構を採用している。この両者を凹凸嵌合して接続する
ことで、誘導電極Ａ，Ｂから得られた体表面電位から心電図信号を取得することが出来る
。なお、スナップボタンタイプに限らず、導電性面ファスナーや導電性テープ、導電性を
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確保し且つ容易に着脱できる機構であれば他の機構を採用してもよい。
【００３３】
　また、図１，２に図示したように、本実施例においては、手持ち電極部３の２つの電極
Ａ，Ｂに対して夫々対応する２つの接続部材２（誘導電極接点２’）を心電計部１に設け
ている。手持ち電極部３の２つの電極Ａ，Ｂは誘導電極であり、これらは離間した状態で
設けられている。本実施例においては、誘導電極Ａ，Ｂを基体の両側端面に被接続部材４
（嵌合凹部10）を挟むように設けられている。この一対の側端面に設けた誘導電極Ａ，Ｂ
は１００ｍｍ以上離れて設けられているが、１００ｍｍ以上離れていることで、両手の接
触が避けられ、両手の体表面電位差を精度良く測定できる。
【００３４】
　また、図３，４に図示した別例１のように、これら基体の一対の側端面に設けた誘導電
極Ａ，Ｂ以外に、手持ち電極部３の手前側に突出する突設部５に基準電極Ｃを設けること
も出来る。この場合、例えば、図８に図示したように、両手を前記一対の誘導電極Ａ，Ｂ
に夫々接触させながら手持ち電極部３を把持すると共に、基準電極Ｃを胸（図８中符号12
）等に押し付けて検査を行うことで、誘導電極の１つである基準電極Ｃは誘導電極Ａと誘
導電極Ｂの電位差を得る際の基準電位となるので、この場合、心電図の基線揺動等のノイ
ズの混入を防止して、より正確に心電図信号を取得することが可能となる。
【００３５】
　また、図５，６に図示したように、前記手持ち電極部３の前記一対の側端面に設けられ
た誘導電極Ａ，Ｂのうち、一方の誘導電極Ａを設けた前記右側端面と略垂直な基体上面に
は、前記右側端面に設けた前記一方の誘導電極Ａを右手の人差し指から拇指球にかけて接
触させるように前記手持ち電極部３を把持した際、右手親指が当接する位置に半球状の親
指誘導用窪み部７（図４及び図５参照）が設けられている。親指誘導用窪み部７は親指を
誘導できるような形状であれば楕円体など半球状でなくても良い。
【００３６】
　また、前記手持ち電極部３の基体上面の反対側の基体下面には、前記右側端面に設けた
前記一方の誘導電極Ａを右手の人差し指から拇指球にかけて接触させるように前記手持ち
電極部３を把持した際、右手中指が当接する位置に円弧溝状の中指誘導用窪み部８が設け
られている。この中指誘導用窪み部８は、前記一対の誘導電極Ａ，Ｂの対向方向と直交す
る方向に沿って設けられている。なお、この中指誘導用窪み部８は、中指と共に薬指を誘
導する構成としても良い。
【００３７】
　従って、前記親指誘導用窪み部７及び前記中指誘導用窪み部８を設けたために、右手で
手持ち電極部３を把持する際、より確実に、前記一方の誘導電極Ａに右手をその人差し指
から拇指球にかけて接触させ、安定した状態で把持することが可能となる。このように安
定して手持ち電極部３を把持できれば、心電図への筋電の混入を減少でき、よりノイズの
少ない心電図の測定が可能である。
【００３８】
　また、前記右手が接触する前記一方の誘導電極Ａを設けた右側端面及び対向する他方の
誘導電極Ｂが設けられた左側端面は、共に外側へ凸状に湾曲する形状に設定されている。
なお、本実施例及び別例１においては、右側端面も同様に外側へ凸状に湾曲する形状に設
定されている。
【００３９】
　従って、図７に図示したように、右手が前記一方の誘導電極Ａに接触するように持った
状態で前記他方の誘導電極Ｂを胸の左側下部から左わき腹の間に押しあてた際、強い力を
加えずとも体表（皮膚）に接触することができ、それだけ検査を容易に行えることになる
。また、強い力を加える必要がないため、心電図への筋電の混入を減少でき、よりノイズ
の少ない心電図の測定が可能である。
【００４０】
　よって、本実施例及び別例１においては、右手のひらが一方の誘導電極Ａに接触するよ
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うにして右手で手持ち電極部３を把持し、他方の誘導電極Ｂを胸等の右手以外の部位（例
えば左足等）に押し当てる姿勢で測定を行うことが容易となる。この際、被検者に他方の
誘導電極Ｂに接触する部位から心臓を通して一方の誘導電極Ａと接触する右手に到達する
回路が構成され、被検者の心筋の活動時に生じる電気的興奮に伴う活動電位を一方の誘導
電極Ａ及び他方の誘導電極Ｂとの電位差から得ることができ、心電図信号を測定すること
が可能となる。
【００４１】
　なお、別例１においては電極Ｃを基準電極Ｃとして説明しているが、基準電極とせずに
誘導電極の１つとすることも出来、この場合は基準電極を用いる場合よりノイズが多くな
る可能性はあるが、誘導電極Ａと誘導電極Ｃの電位差及び誘導電極Ｂと誘導電極Ｃの電位
差が得られることにより２種類の心電図信号の情報を得ることが出来る。この場合、情報
量が多くなることで異なる視点で疾患の診断をすることが出来る。
【００４２】
　図９，１０は別例２、図１１，１２は別例３の構成である。
【００４３】
　図９に図示した別例２は、２つの接続部材２（誘導電極接点２’）を有する心電計部１
を２つの誘導電極Ａ，Ｂ及び２つの被接続部材４（図２参照）を有する手持ち電極部３の
嵌合凹部10に嵌合し、さらに心電計部１に誘導電極である副電極６を１つ取り付けた構成
である。この副電極６は前記心電計部１の側面に導線を差し込むことで副電極接点９に接
続される。具体的には、副電極６は心電計部１と手持ち電極部３とを嵌合し両手で把持し
た際、心電計部１の側面の手前側に導線を差し込むことで副電極接点９に接続される。別
例２では副電極６として体表貼付用電極、具体的にはディスポーザブル電極を採用してい
る。なお、別例２では、接続された副電極６を基準電極等として使用することが可能とな
るため、図９には（本実施例の手持ち電極部３に相当する）基準電極Ｃを有していない手
持ち電極部３を図示しているが、図３～８に図示した基準電極Ｃを有する手持ち電極部３
を用いてもよい。この場合は手持ち電極部３に設けられた基準電極Ｃを使用しなければ良
いだけである。副電極６を用いた場合、手持ち電極部３の基準電極Ｃを用いる場合よりも
さらに心電図信号に対する基線揺動等のノイズの混入を防止して、より正確に心電図信号
を取得することが可能となる。さらに筋電等のノイズの混入を防止するために、図１０に
図示したように、別例２の心電計部１の接続部材２（誘導電極接点２’）に手持ち電極部
３に替わって２つの体表貼付用電極11を取り付け、これを左胸部に貼り付けることによっ
て体表の心電図信号を取得できる。残る１つの副電極６を例えば右下腹部に貼り付ける。
この場合、体表貼付用電極11の使用によって運用コストが増すが、腕からの筋電によるノ
イズの影響を減少でき、さらに副電極６を基準電位として利用すれば（この電位を基準と
して誘導電極Ａ，Ｂとの電位差を測れば）、心電図信号に対する基線揺動等のノイズの混
入を防止して、より正確に心電図信号を取得することが可能となる。なお、別例２におい
て体表貼付用電極11は手持ち電極部３と同様、被接続部材を有し、その中央部に心電計部
１の筒型凹部と凹凸嵌合する筒型凸部を有する機構を採用しているため、接続部材２の中
央部に筒型凹部を有する同じ心電計部１を用いて容易に着脱可能である。また、副電極６
は右下腹部に貼り付けているが、例えば胴体で筋肉が少ない骨の上であれば、他の位置で
あってもよい。
【００４４】
　なお、心電計部１の下面には図３のように３つ以上の接続部材２（誘導電極接点２’）
を設けておいても良いが、この心電計部１に２つの体表貼付用電極11（ディスポーザブル
電極）を接続させた場合、誘導電極または基準電極（副電極６）と接続されない接続部材
２の１つは未使用なもの（余剰なもの）となる。
【００４５】
　図１１に図示した別例３は、２つの接続部材２（誘導電極接点２’）を有する心電計部
１を２つの誘導電極Ａ，Ｂ及び２つの被接続部材４を有する手持ち電極部３の嵌合凹部10
に嵌合し、さらに心電計部１に誘導電極である副電極６を３つ取り付けた（誘導電極が５
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つである）構成である。副電極６のタイプは別例２と同様の体表貼付用電極（ディスポー
ザブル電極）である。３つの副電極６は前記心電計部１の側面の手前側に導線を差し込む
ことで３つの副電極接点９に夫々接続される。この場合、３つの副電極６のうち２つを手
持ち電極部３の誘導電極Ａ、Ｂとは別の一組の誘導電極、残る１つを基準電極として用い
ることができ（即ち、二組の誘導電極と１つの基準電極という構成になり）、心電図信号
を取得することが可能となる。このように、心電計部１の副電極接点９及び副電極６を増
やし、誘導電極の組を増やすごとに、手持ち電極部３だけでは誘導できない体表面電位か
ら得られる心電図の種類が増し、より精密な検査が可能となる。
【００４６】
　また、図１２に図示したように、別例３の心電計部１の接続部材２（誘導電極接点２’
）に手持ち電極部３に替わって２つの体表貼付用電極11（ディスポーザブル電極）を取り
付け、これを左胸部に貼り付け、さらに３つの副電極接点９に夫々副電極６を取り付けて
、それらを左胸部以外の部位に貼り付けることも出来る。別例３では３つの副電極６を右
胸上部、左腹部、右下腹部の箇所に貼り付け、合計５箇所から体表面電位を誘導できるよ
うにしている。そのうち１箇所からの体表面電位を基準電位とすれば、４箇所から２種類
の心電図信号を、腕からの筋電によるノイズの混入と基線揺動を防止しながら取得できる
。即ち、５つのディスポーザブル電極のうち、４つ（二組）を誘導電極、１つを基準電極
とすることで、より精度の高い測定結果を取得できる。
【００４７】
　なお、別例３の場合においても基準電極を用いずに心電図信号を取得することは出来、
この場合は基準電極を用いる場合よりノイズが多くなる可能性はあるが、より多くの種類
の心電図信号の情報を得ることが出来るため、異なる視点で疾患の診断が出来る。
【００４８】
　本実施例は上述のように構成したから、心電図信号を別途ＰＣ等の解析機に送信して解
析し表示することができ、装置自体に心電図の解析機構やモニタ等の表示部が不要となり
、それだけ装置自体やバッテリーを小型化且つ軽量化でき、手持ち電極部３を持って心電
図信号を取得する際、筋電ノイズが混入し難くなる。
【００４９】
　従って、手持ち電極部３を用いながら筋電ノイズが混入し難い構成とすることで、簡易
に精度の高い検査が可能となり、それだけ運用コスト安となる。
【００５０】
　また、ノイズを出来るだけ少なくしたい場合などには、心電計部１と手持ち電極部３を
嵌合せず、心電計部１の接続部材２（誘導電極接点２’）へ体表貼付用電極11を取り付け
、これを左胸部に貼り付けることによって心電図信号を取得することができる。
【００５１】
　また、心電計部１に副電極接点９を設けておき、副電極６を接続し得るように構成する
ことで、基準電位若しくは両手のみからでは得られない心電図信号を取得できるので、よ
り精度の高い検査を行うこともできる。
【００５２】
　よって、本実施例は、使用者が自身の症状や状況に応じて使い分けることができる極め
て実用的な携帯型心電計装置となる。
【符号の説明】
【００５３】
　１　心電計部
　２　接続部材
　２’　誘導電極接点
　３　手持ち電極部
　４　被接続部材
　７　親指誘導用窪み部
　８　中指誘導用窪み部
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　11　体表貼付用電極
　Ａ，Ｂ　誘導電極

【図１】 【図２】
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